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(57)【要約】
【課題】目的地までの燃料消費量最小経路を探索するナ
ビゲーション装置で燃料消費が増加する走行形態の発生
回数を予測し該燃料増加量を加味し正確な燃料消費量を
算出する。
【解決手段】地図データベースの経路上の各リング・ノ
ードの距離と旅行時間から求まる旅行速度に基づき旅行
速度－燃料消費率関連付けデータから燃料消費率を求め
上記距離と乗算して各リンク・ノードでの予測燃料量と
し各リンク・ノードの予測燃料量を用いて目的地までの
総予測燃料量が少ない経路を探索するナビゲーション手
段、発進回数推定部により推定された各リンク・ノード
の通過時の発進回数と１回の発進時の追加燃料量の積か
ら発進用追加燃料量を算出する発進用追加燃料量算出手
段を設けて、ナビゲーション手段が各リンク又はノード
の予測燃料量を求める際、算出された発進用追加燃料量
を予測燃料量に加算する加算手段をさらに備えた。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経路探索に要するデータを格納する地図データベースの経路上の各リング又はノードの
距離と旅行時間から求まる旅行速度に基づき、情報記録手段に格納された旅行速度－燃料
消費率関連付けデータから燃料消費率を求め前記距離と乗算して各リンク又はノードでの
予測燃料量とし、前記各リンク又はノードの予測燃料量を用いて目的地までの総予測燃料
量が少ない少なくとも１つの経路を探索するナビゲーション手段を備えた車載用ナビゲー
ション装置において、
　前記情報記録手段が、１度の発進に必要な単位発進時追加燃料量をさらに格納し、
　発進回数推定部により推定された前記各リンク又はノードを通過する際の発進回数と前
記単位発進時追加燃料量から発進用追加燃料量を算出する発進用追加燃料量算出手段をさ
らに備え、
　前記ナビゲーション手段が、各リンク又はノードの予測燃料量を求める際に、前記発進
用追加燃料量算出手段にて算出された発進用追加燃料量を前記予測燃料量に加算する加算
手段をさらに備えたことを特徴とする車載用ナビゲーション装置。
【請求項２】
　経路探索に要するデータを格納する地図データベースの経路上の各リング又はノードの
距離と旅行時間から求まる旅行速度に基づき、情報記録手段に格納された旅行速度－燃料
消費率関連付けデータから燃料消費率を求め前記距離と乗算して各リンク又はノードでの
予測燃料量とし、前記各リンク又はノードの予測燃料量を用いて目的地までの総予測燃料
量が少ない少なくとも１つの経路を探索するナビゲーション手段を備えた車載用ナビゲー
ション装置において、
　前記情報記録手段が、１度の加速に必要な単位加速時追加燃料量をさらに格納し、
　加速回数推定部により推定された前記各リンク又はノードを通過する際の加速回数と前
記単位加速時追加燃料量から加速用追加燃料量を算出する加速用追加燃料量算出手段をさ
らに備え、
　前記ナビゲーション手段が、各リンク又はノードの予測燃料量を求める際に、前記加速
用追加燃料量算出手段にて算出された加速用追加燃料量を前記予測燃料量に加算する加算
手段をさらに備えたことを特徴とする車載用ナビゲーション装置。
【請求項３】
　経路探索に要するデータを格納する地図データベースの経路上の各リング又はノードの
距離と旅行時間から求まる旅行速度に基づき、情報記録手段に格納された旅行速度－燃料
消費率関連付けデータから燃料消費率を求め前記距離と乗算して各リンク又はノードでの
第１の予測燃料量とする第１の予測燃料量算出手段を有し、前記各リンク又はノードの第
１の予測燃料量を予測燃料量としこれらを用いて目的地までの総予測燃料量が少ない少な
くとも１つの経路を探索するナビゲーション手段を備えた車載用ナビゲーション装置にお
いて、
　前記情報記録手段が、単位時間あたりのアイドリングによる燃料消費量である単位アイ
ドル時燃料量をさらに格納し、また、前記リンク又はノードを通過する旅行時間をアイド
ル時間として一時記憶し、
　前記アイドル時間と単位アイドル時燃料量から、前記リンク又はノードを通過する旅行
時間中はアイドリング状態と仮定した場合の各リンク又はノードのアイドリング状態での
第２の予測燃料量を算出する第２の予測燃料量算出手段と、
　をさらに備え、
　前記ナビゲーション手段が、前記第１及び第２の予測燃料量を旅行速度に応じて切り替
える切替手段を含み、前記旅行速度が所定の速度閾値を下回る場合に、前記第２の予測燃
料量燃算手段によって求めた第２の予測燃料量を前記リンク又はノード通過時の予測燃料
量とすることを特徴とする車載用ナビゲーション装置。
【請求項４】
　経路探索に要するデータを格納する地図データベースの経路上の各リング又はノードの
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距離と旅行時間から求まる旅行速度に基づき、情報記録手段に格納された旅行速度－燃料
消費率関連付けデータから燃料消費率を求め前記距離と乗算して各リンク又はノードでの
予測燃料量とし、前記各リンク又はノードの予測燃料量を積算し目的地までの総予測燃料
量が少ない少なくとも１つの経路を探索するナビゲーション手段を備えた車載用ナビゲー
ション装置において、
　前記情報記録手段が、１度の消費燃料増加・減少走行形態に関する単位追加・減少燃料
量をさらに格納し、
　消費燃料増加・減少走行形態回数推定部により推定された前記各リンク又はノードを通
過する際の消費燃料増加・減少走行形態発生回数と前記単位追加・減少燃料量から消費燃
料増加・減少走行形態用追加・減少燃料量を算出する消費燃料増加・減少走行形態用追加
・減少燃料量算出手段をさらに備え、
　前記ナビゲーション手段が、各リンク又はノードの予測燃料量を求める際に、前記消費
燃料増加・減少走行形態用追加・減少燃料量算出手段にて算出された消費燃料増加・減少
走行形態用追加・減少燃料量を前記予測燃料量に加算又は減算する演算手段をさらに備え
たことを特徴とする車載用ナビゲーション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、現在地から目的地までの燃料消費量が最小の経路を探索する経路探索機能
を有した車載用ナビゲーション装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在地から目的地までの走行経路を出発する前に探索し、目的地までの走行中は、音声
案内や画面表示によってドライバに走行経路を案内する車載用ナビゲーション装置が広く
普及している。
【０００３】
　これらの車載用ナビゲーション装置を利用して目的地までの経路を探索する場合、走行
距離を優先した経路探索(最短距離探索)や、走行時間を優先した経路探索(最短時間探索)
による方法が一般的である。
【０００４】
　また、下記特許文献１には、移動速度に応じた燃費情報を用いることによって燃料消費
量が最も少なくて済む経路を探索する車載用ナビゲーション装置が提案されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１７２５８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１の技術によると、データベースにあるリンク長を旅行時間で割って求め
た平均車速に基づいて、燃費センサから求めた車速と燃費(燃料消費率)の関連付けデータ
を参照することにより、リンク区間で消費する燃料量を算出する方法を用いている。しか
しながら、特許文献１の技術では、平均車速から求める燃料消費量はおおよそ巡航走行時
の結果であって、通常の運転下で頻繁に繰り返されて、より多くの燃料を消費する発進時
や加速時等の走行形態に対しての考慮が成されていない。つまり、例えば、平均車速４０
ｋｍ／ｈで定速走行する場合と、加減速を繰り返した結果、平均車速が４０ｋｍ／ｈにな
る場合とでは、同じ平均車速であっても、後者の方が車両を加速させるために多くの燃料
を消費することから分かる通り、単純にリンク区間の平均車速を用いて燃料消費量を算出
しても、実際に走行した際の燃料消費量と大きくかけ離れた結果になってしまう。
【０００７】
　この発明は、上記の問題を解決するためになされたもので、目的地までの燃料消費量が
最小の経路を探索する経路探索機能に関し、燃料消費が増加する走行形態の発生回数を予
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測し、これに係わる消費燃料の増加量を加味することによって、より正確な燃料消費量を
算出することのできる車載用ナビゲーション装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明は、経路探索に要するデータを格納する地図データベースの経路上の各リング
又はノードの距離と旅行時間から求まる旅行速度に基づき、情報記録手段に格納された旅
行速度－燃料消費率関連付けデータから燃料消費率を求め前記距離と乗算して各リンク又
はノードでの予測燃料量とし、前記各リンク又はノードの予測燃料量を用いて目的地まで
の総予測燃料量が少ない少なくとも１つの経路を探索するナビゲーション手段を備えた車
載用ナビゲーション装置において、前記情報記録手段が、１度の発進に必要な単位発進時
追加燃料量をさらに格納し、発進回数推定部により推定された前記各リンク又はノードを
通過する際の発進回数と前記単位発進時追加燃料量から発進用追加燃料量を算出する発進
用追加燃料量算出手段をさらに備え、前記ナビゲーション手段が、各リンク又はノードの
予測燃料量を求める際に、前記発進用追加燃料量算出手段にて算出された発進用追加燃料
量を前記予測燃料量に加算する加算手段をさらに備えたことを特徴とする車載用ナビゲー
ション装置にある。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明では、燃料消費が増加する走行形態の発生回数を予測し、これに係わる消費燃
料の増加量を加味することによって、より正確な燃料消費量を算出することのできる車載
用ナビゲーション装置が提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　実施の形態１．
　図１はこの発明に係わる車載用ナビゲーション装置の構成を示す図である。図１におい
て、操作部１は、ドライバが車載用ナビゲーション装置を操作するためのスイッチである
。地図データベース２は、地図情報データ等の経路探索に必要なデータを収めている。Ｇ
ＰＳレシーバ３は、ＧＰＳ(Global Positioning System)衛星からの測位のための電波を
受信する。ＶＩＣＳ情報レシーバ４は、ＶＩＣＳ(Vehicle Information and Communicati
on System)情報を送受信するためのもので、光ビーコンや電波ビーコン、さらにはＦＭ多
重受信アンテナ、更にはＶＩＣＳ情報提供サービスに対応可能な機能(無線のインターネ
ット機能)に相当する。
【００１１】
　演算部５は、現在地から目的地までの燃料消費量が少ない経路の探索処理を行う(ナビ
ゲーション手段を含む)。表示部６は、演算部５で探索した目的地までの経路を表示する
。音声出力部７は、演算部５で探索した経路に従って走行する際に、進行方向を音声で知
らせる。車両情報入出力部８は、車両と通信線等(図示省略)によって接続され、自車速度
、燃料消費量、走行距離等の車両情報を受信する。情報記録部(情報記録手段)９は、例え
ば車両情報入出力部８により得た車両情報に基づいて、走行中の自車速度と実際に消費し
た燃料量を関連付けて演算部５で演算して得られる、該車載用ナビゲーション装置が搭載
された車両の後述する図５に示すような旅行速度－燃料消費率関連付けデータを初め、ナ
ビゲーションに必要な各種データを記録、格納している。
【００１２】
　図２に演算部５で実行される処理の動作フロチャートを示し、以下これに従って動作を
説明する。最初にＧＰＳレシーバ３を介して自車の現在位置を取得する(ステップＳ１)。
次に、目的地の設定を行う(ステップＳ２)。その際、ドライバは表示部６に表示されてい
る地図画面を見ながら操作部１を操作して直接目的地を選択する方法の他にも、操作部１
を操作して、目的地の住所や電話番号等の情報を入力することによって目的地を選択する
方法も広く用いられている。また、立ち寄る経由地点がある場合には、目的地の他に経由
地の入力を行うこともできる。
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【００１３】
　続いて、目的地及び経由地が決定すると、ＶＩＣＳ情報の取得を行う(ステップＳ３)。
ＶＩＣＳ情報とは、ＶＩＣＳセンター(図示省略)からＶＩＣＳ情報レシーバ４やインター
ネットを介して送られてくる全国の高速道路や主要一般道の最新の道路交通情報であり、
常時情報を得ることができる。
【００１４】
　続いて、図３に従って後述する目的地までの燃料消費量が少ない経路の探索処理が実行
される(ステップＳ４)。目的地までの経路探索が完了した後、探索した経路の全容が表示
部６に表示される(ステップＳ５)。この時、燃料消費量が最小の経路だけを表示するだけ
ではなく、同様に燃料消費が少ない経路を複数表示させる方法もある。それによってドラ
イバは複数の情報から任意の経路を選択することができるので利便性が増すことになる。
操作部１の操作によって、ドライバが最終的に希望の経路を選択すると(ステップＳ６)、
表示部６の画面表示や音声出力部７からの音声による経路誘導が開始する(ステップＳ７)
。
【００１５】
　図３には図２のステップＳ４の経路探索で実行される処理の動作フロチャートを示す。
この発明の経路探索手法にはダイクストラ法が用いられる。ダイクストラ法はグラフ理論
におけるアルゴリズムの一つで、最短経路問題を解く代表的手法である。この手法により
、現在地から目的地までの通過コストが最小となる経路を探索する。ちなみに、この発明
における通過コストは燃料消費量を用いて計算する。尚、ダイクストラ法については広く
知られているため、この明細書では詳細を省略する。
【００１６】
　ステップＳ４の経路探索が実行されると、リンク及びノード通過時の燃料消費量の計算
が開始される(ステップＳ４１)。この処理は目的地に到達するまでの全てのリンク及びノ
ードに対して繰り返し実行される(ステップＳ４２)。目的地に到達すると、後述するよう
にして各リンク又はノードに対して求めた追加燃料量で補正した予測燃料量を経路に沿っ
て積算して総予測燃料量を求めながら、ステップＳ４３にて経路の取り出しを開始する。
その場合、目的地から出発地に向けて辿ることによって取り出しを行う。先に述べた通り
、ドライバに任意の経路を選択させる観点からも、経路は総予測燃料量の少ない上位数本
を取り出すほうが望ましい。取り出された経路は地図データベース２や付設のメモリ(図
示省略)に格納する(Ｓステップ４４)。尚、リンクは経路上の道路、ノードは交差点、曲
がり角、インタチェンジ、ゲート等を示す。
【００１７】
　次に、ステップＳ４１にて実行するリンクコスト及びノードコストの算出方法について
述べる。図４はこの実施の形態におけるコスト算出方法を説明するための機能ブロック図
である。旅行速度演算部１０，乗算部１２，加算手段である加算部１３はナビゲーション
手段の一部であり、発進回数推定部１４，乗算部１６は発進用追加燃料量算出手段を形成
し、これらは演算部５で構成される。旅行速度－燃料消費率関連付けデータ９ａ，単位発
進時追加燃料量９ｂは情報記録部９に格納されている。
【００１８】
　以後、リンクコスト算出について説明する。地図データベース２には地図描画に用いる
データの他に、経路計算や経路誘導に用いられるデータも格納されており、経路計算用デ
ータには、全ての経路のリンクやノードに関連付けられたデータが格納されている。
【００１９】
　演算部５のナビゲーション手段は最初に、旅行速度演算部１０が地図データベース２の
リンクの距離情報と旅行時間情報を参照する。そして参照した距離を旅行時間で割って旅
行速度を求める。ここで、ＶＩＣＳ情報レシーバ４からリアルタイムのリンク旅行時間情
報を入手することが可能ならば、前記旅行時間の代わりに用いることによって、より高い
精度で旅行速度を求めることができる。更には、ＶＩＣＳ情報レシーバ４から渋滞情報(
渋滞／混雑／順調に分類された情報)が得られる場合、渋滞度と道路種別から旅行速度が
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大枠で決められているので、この速度情報を併用するようにしてもよい。
【００２０】
　続いて、自車速と実際に消費した実燃料量の関連を示す旅行速度－燃料消費率関連付け
データ９ａから、旅行速度で走行した場合の燃料消費率を導出する。図５に旅行速度－燃
料消費率関連付けデータをグラフ化した一例を示す。横軸には巡航時の自車速度である旅
行速度(ｋｍ／ｈ)を示し、縦軸にはその旅行速度で走行した時の燃料消費率(ｃｃ／ｋｍ)
を示す。例えば、時速３０ｋｍ／ｈで巡航走行した場合、燃料消費率は約７０ｃｃ／ｋｍ
になる。
【００２１】
　図５はグラフを簡略化して説明しているが、通常、ドライバの運転の仕方や交通流動の
違い等に起因して、同等の走行速度(旅行速度)であっても燃料消費率が大きくばらつくこ
とがあり得る。従って、その場合は近似値を求めることによって図５の関係結果を得るこ
とができる。
【００２２】
　尚、当該車載用ナビゲーション装置では、取り付ける車両の排気量や車重等の条件が不
定であることを考慮しているため、車両情報入出力部８を介して車両側から車速、燃料消
費量、走行距離を収集する必要があるが、取り付け車両が固定しており、尚且つ燃料消費
の特性が事前に判明している場合には、予め旅行速度－燃料消費率関連付けデータ９ａを
格納しておくことで、車両情報入出力部８を介さなくても可能である。続いて、乗算部１
２では、先に求めた燃料消費率(ｃｃ／ｋｍ)とリンク距離(ｋｍ)を乗算する。これによっ
てリンクの距離を走行する場合の予測燃料量(ｃｃ)を求めることができる。
【００２３】
　一方、発進回数推定部１４では、ＶＩＣＳ情報レシーバ４を介して受信する渋滞情報(
渋滞／混雑／順調)に基づいて、リンク区間を通過する際の発進回数を推定する。例えば
、ＶＩＣＳの渋滞情報(交通情報)では、一般道路が渋滞している場合、そのリンクの旅行
速度は１０ｋｍ／ｈ以下であると規定されている。この場合、停止と発進が繰り返される
ことが容易に推測できる。その場合、発進回数推定部１４では、例えば、１ｋｍあたりの
発進回数を１５回と推定する。尚、前記渋滞度別に規定された車速(旅行速度)は、道路種
別によっても異なるため、それぞれに応じて発進回数を推定する必要がある。そこで例え
ば、各道路種別毎の渋滞度別の単位距離あたりの発進回数を示すテーブル(交通情報－消
費燃料増加・減少走行形態回数テーブル)を情報記録部９に予め格納しおき、ＶＩＣＳの
渋滞情報を得たときに該テーブルから発進回数を推定する。
【００２４】
　また、この発進回数は、走行試験や実環境調査等により統計を取ることによって、その
精度を高めることができる。更に、ＶＩＣＳ情報には渋滞情報のほかに、交通障害情報や
交通規制情報があるので、これらの情報も加味して発進回数を推定するとより望ましい。
因みに、ＶＩＣＳ情報は全国の全ての道路を網羅している訳ではない。従って、ＶＩＣＳ
情報が得られないリンクで発進回数を予測する場合には、例えば、１リンクあたり２回、
１ｋｍあたり２回、１ノード中に１回、右左折する際に１回、など実地調査や統計による
データを予め求めて格納し用いることによって対応が可能になる。
【００２５】
　単位発進時追加燃料量９ｂは、情報記録部９に格納された車両を発進させる際に消費す
る燃料量である。例えば１回の発進時に５ｃｃの燃料を余分に消費する場合に、これが該
当する。乗算部１６では発進回数推定部１４で推定する発進回数と、発進時の単位発進時
追加燃料量９ｂを乗算することによって、リンク区間中の発進に関わる発進用追加燃料量
を求めることができる。最後に、加算部１３にて予測燃料量に発進用追加燃料量を加算す
る。これによって車両発進時の燃料増加分を考慮した、リンク又はノード通過時の燃料消
費量をより正確に求めることができる。従って、この実施の形態１にて説明したリンクコ
スト又はノードコスト算出方法を用いることによって、発進における燃料増加量を予測燃
料量に加えることによって、リンク又はノード通過時の燃料消費量をより正確に求めるこ
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とができるので、燃料消費が最小となる経路の探索精度を高めることができる。
【００２６】
　実施の形態２．
　実施の形態１では、多量の燃料を消費する走行形態の１つである発進時のリンク又はノ
ード通過時の燃料消費量をより正確に求める方法について説明を行った。実施の形態２で
は同様に多くの燃料を消費するもう１つの走行形態である巡航走行からの加速の際の燃料
消費量をより正確に求める方法について説明する。尚、演算部５で実行される処理ステッ
プにおいて、図３のステップＳ４１の内部処理以外の部分に関しては基本的に実施の形態
１で説明したものと同じであり、説明は省略する。
【００２７】
　図６に図４に対応する実施の形態２におけるリンク(ノード)コスト算出方法を説明する
ための機能ブロック図を示す。地図データベース２の距離データ及び旅行時間データを用
いて、予測燃料量を算出する旅行速度演算部１０，旅行速度－燃料消費率関連付けデータ
９ａ，乗算部１２までの処理は実施の形態１で説明した通りである。
【００２８】
　加速回数推定部１７はＶＩＣＳ情報レシーバ４から取得する渋滞情報に基づいて、リン
ク区間を通過する際の加速回数を推定する。例えば、ＶＩＣＳの渋滞情報では、高速道路
が渋滞している場合、そのリンクの旅行速度は４０ｋｍ／ｈ以下で走行しているものと規
定されている。その場合、加速回数推定部１７では、例えば、１ｋｍあたりの加速回数を
２０回と推定する。尚、前記渋滞度別に規定された車速は、道路種別によっても異なるた
め、それぞれに応じて加速回数を推定する必要がある。そこで例えば、各道路種別毎の渋
滞度別の単位距離あたりの加速回数を示すテーブル(交通情報－消費燃料増加・減少走行
形態回数テーブル)を情報記録部９に予め格納しおき、ＶＩＣＳの渋滞情報を得たときに
該テーブルから加速回数を推定する。
【００２９】
　また、この加速回数は、走行試験や実環境調査等により統計を取ることによって、その
精度を高めることができる。更に、ＶＩＣＳ情報には渋滞情報のほかに、交通障害情報や
交通規制情報があるので、これらの情報も加味して加速回数を推定するとより望ましい。
また、実施の形態１同様、ＶＩＣＳ情報が得られないリンクで加速回数を予測する場合、
例えば、旅行速度演算部１０で求めた旅行速度に応じて、速度別に加速回数を推定する方
法であったり、１リンクあたり１０回、１ｋｍあたり５回、１ノード中に１回、右左折す
る際に２回、など実地調査や統計によるデータを用いることによっても対応が可能になる
。
【００３０】
　単位加速時追加燃料量９ｃは、情報記録部９に格納された車両を加速させる際に消費す
る燃料量である。図７は１回の加速時の速度増加量に対する追加燃料量(単位加速時追加
燃料量)の関係を示した図である。例えば加速時に４０ｋｍ／ｈ速度が増加する場合は約
４ｃｃの燃料を余分に消費することを示す。乗算部１６では加速回数推定部１７で推定す
る加速回数と、加速時の単位加速時追加燃料量９ｃを乗算することによって、リンク区間
中の加速に関わる加速用追加燃料量を求めることができる。最後に、実施の形態１同様、
加算部１３で予測燃料量に加速用追加燃料量を加算する。これによって車両加速時の燃料
増加量を考慮した、リンク又はノード通過時の燃料消費量をより正確に求めることができ
る。
【００３１】
　従って、この実施の形態２にて説明したリンクコスト又はノードコスト算出方法を用い
ることによって、巡航走行からの加速における燃料増加量を予測燃料量に加えることによ
って、リンク又はノード通過時の燃料消費量をより正確に求めることができるので、燃料
消費が最小となる経路の探索精度を高めることができる。
【００３２】
　なお、旅行速度演算部１０，乗算部１２，加算手段である加算部１３はナビゲーション
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手段の一部であり、加速回数推定部１７，乗算部１６は加速用追加燃料量算出手段を形成
し、これらは演算部５で構成される。旅行速度－燃料消費率関連付けデータ９ａ，単位加
速時追加燃料量９ｃは情報記録部９に格納されている。
【００３３】
　実施の形態３．
　実施の形態２では、多量の燃料を消費する走行形態の１つである加速時のリンク又はノ
ード通過時の燃料消費量をより正確に求める方法について説明を行った。実施の形態３で
は旅行速度が極低速になった場合の燃料消費量を、より正確に求める方法について説明す
る。尚、演算部５で実行される処理ステップにおいて、図３のステップＳ４１の内部処理
以外の部分に関しては基本的に実施の形態１、２で既に説明したものと同じであり、説明
は省略する。
【００３４】
　図８に図４に対応する実施の形態３におけるリンク(ノード)コスト算出方法を説明する
ための機能ブロック図を示す。地図データベース２の距離データ及び旅行時間データを用
いて、第１の予測燃料量を算出する旅行速度演算部１０，旅行速度－燃料消費率関連付け
データ９ａ，乗算部１２の第１の予測燃料量を算出するまでの処理は実施の形態１で説明
した通りである。
【００３５】
　図９は、実施の形態１でも説明した自車速と実燃料量を関連付ける旅行速度－燃料消費
率関連付けデータ９ａを示す。旅行速度－燃料消費率関連付けデータ９ａからは、自車の
走行において、旅行速度が低くなるほど、多量の燃料を消費することが伺える。しかし、
自車が極めて低速(例えば１０ｋｍ／ｈ以下)で走行する場合、ドライバはアイドリング状
態のまま車両を前進させるクリープ走行を特に多用している。従って、旅行速度が極低速
となる場合に、旅行速度－燃料消費率関連付けデータ９ａの値又はその近似値を用いてし
まうと、実際にクリープ走行で消費する燃料量に比べて、予測燃料量のほうが遥かに多い
燃料量になってしまう。
【００３６】
　アイドル時間９ｅは、一時記憶部(図示省略)又は情報記録部９に一時記憶された、リン
クを通過する旅行時間中はアイドリング状態であると仮定して、ＶＩＣＳ情報のひとつで
あるリンクを通過するリンク旅行時間(ノードコスト算出の場合はノード旅行時間)である
。尚、ＶＩＣＳ情報が得られないリンクの場合は、地図データベース２から旅行時間を参
照してアイドル時間とする。単位アイドル時燃料量９ｄは、情報記録部９に格納されたア
イドリング中の単位時間当たりの燃料消費量である。乗算部１６では旅行時間であるアイ
ドル時間９ｅと単位アイドル時燃料量９ｄを乗算して第２の予測燃料量を求める。
【００３７】
　ナビゲーション手段では、乗算部１２からの第１の予測燃料量と乗算部１６からの第２
１の予測燃料量のいづれか一方の結果を出力する切替手段である切替スイッチ２１を備え
る。切替スイッチ２１は、旅行速度演算部１０で求めた旅行速度に基づいて切り替えが行
われ、例えば１０ｋｍ／ｈ以上の場合は第１の予測燃料量を出力し、１０ｋｍ／ｈ未満の
場合には第２の予測燃料量を出力するようにする。これによって、求まる旅行速度が極低
速になる場合は、クリープ走行を多用すると判断し、アイドリング時の燃料消費量である
単位アイドル時燃料量９ｄに基づく第２の予測燃料量よりリンク中の予測燃料量を求める
。一方、旅行速度が極低速にない場合は、旅行速度－燃料消費率関連付けデータ９ａに基
づく第１の予測燃料量から予測燃料を求める。
【００３８】
　従って、旅行速度が所定の速度閾値を下回るような極低速の走行状態である場合、車両
はクリープ走行に近い状態で走行していると判断できるので、単位時間あたりのアイドリ
ングによる燃料消費量と旅行時間から、リンク又はノードの通過時の燃料消費量をより正
確に求めることができるので、燃料消費が最小となる経路の探索精度を高めることができ
る。
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【００３９】
　なお、旅行速度演算部１０，乗算部１２，切替手段である切替スイッチ２１はナビゲー
ション手段の一部であり、乗算部１６は第２の予測燃料量算出手段を形成し、これらは演
算部５で構成される。旅行速度－燃料消費率関連付けデータ９ａ，単位アイドル時燃料量
９ｄは情報記録部９に格納され、アイドル時間９ｅは情報記録部９に一時記憶される。
【００４０】
　なお、この発明は上記各実施の形態に係わらず、これらの可能な組み合わせ等も含むこ
とは云うまでもない。
【００４１】
　特に上記実施の形態１，２では、消費燃料増加走行形態としてそれぞれ発進、加速を例
に挙げているがその他の消費燃料増加走行形態で実施してもよく、さらに複数の消費燃料
増加走行形態に関して並行処理を行って複合的な追加燃料量(総和追加燃料量)を求めるよ
うにしてもよい。また逆に、消費燃料を減少させることに関し、特に渋滞情報が順調の際
に生じる一定速運転等の消費燃料減少走行形態に関し、同様にして発生回数と単位減少燃
料量の積算から減少燃料量を求めて、予測燃料量から減算するようにしてもよい。またさ
らに、消費燃料増加走行形態と消費燃料減少走行形態を並行処理して、追加・減少燃料量
を求めるようにしてもよい。
【００４２】
　これらをまとめると、各消費燃料増加・減少走行形態に関しそれぞれに、単位追加・減
少燃料量及び交通情報－消費燃料増加・減少走行形態回数テーブルを情報記録部９に格納
しておき、例えば図４において、発進回数推定部１４を消費燃料増加・減少走行形態回数
推定部(手段)としてそれぞれの走行形態毎に発生回数を求め、乗算部１６でそれぞれの単
位追加・減少燃料量(９ｂに相当)と積算して追加・減少燃料量を求める。そして増加走行
形態だけの場合には加算部１３で追加燃料量を予測燃料量に加算する。減少走行形態だけ
の場合は加算部１３を減算部として減少燃料量を予測燃料量から減算する。
【００４３】
　増加走行形態と減少走行形態を並行処理する場合には、加算部１３を加減算を行う演算
部として予測燃料量にそれぞれ追加燃料量の加算、減少燃料量の減算を行う。なお、乗算
部１６の出力側に新たに減算部(図示なし)を設けて追加燃料量から減少燃料量を減算して
調整した追加燃料量を求め(減少燃料量が大きい場合にはマイナス値となる)、これを加算
部１３で予測燃料量に加算してもよい。図４の１４に相当する消費燃料増加・減少走行形
態回数推定部、乗算部１６が消費燃料増加・減少走行形態用追加・減少燃料量算出手段を
構成することになる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】この発明に係わる車載用ナビゲーション装置の構成を示す図である。
【図２】図１の演算部で実行される処理の動作フロチャートである。
【図３】図２のステップＳ４の経路探索で実行される処理の動作フロチャートである。
【図４】この発明の実施の形態１におけるコスト算出方法を説明するための機能ブロック
図である。
【図５】この発明の実施の形態１における旅行速度－燃料消費率関連付けデータをグラフ
化した一例を示す図である。
【図６】この発明の実施の形態２におけるコスト算出方法を説明するための機能ブロック
図である。
【図７】この発明の実施の形態２における１回の加速時の速度増加量に対する追加燃料量
(単位加速時追加燃料量)の関係を示した図である。
【図８】この発明の実施の形態３におけるコスト算出方法を説明するための機能ブロック
図である。
【図９】この発明の実施の形態３におけるクリープ走行時の燃料消費率を説明するための
旅行速度－燃料消費率関連付けデータをグラフ化した一例を示す図である。
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【符号の説明】
【００４５】
　１　操作部、２　地図データベース、３　ＧＰＳレシーバ、４　ＶＩＣＳ情報レシーバ
、５　演算部、６　表示部、７　音声出力部、８　車両情報入出力部、９　情報記録部、
９ａ　旅行速度－燃料消費率関連付けデータ、９ｂ　単位発進時追加燃料量、９ｃ　単位
加速時追加燃料量、９ｄ　単位アイドル時燃料量、９ｅ　アイドル時間、１０　旅行速度
演算部、１２　乗算部、１３　加算部、１４　発進回数推定部、１６　乗算部、１７　加
速回数推定部、２１　切替スイッチ。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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